
 

 

 

 

 

佐藤一斎學びのひろばウェブサイト制作業務 

プロポーザル実施要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月 

恵那市教育委員会事務局社会教育課 

  



１．目的 

この要領は、恵那市が実施する「佐藤一斎學びのひろばウェブサイト制作業務」（以下、

「本業務」という。）を委託するにあたり、本業務の契約候補者を選定するため、公募型

のプロポーザル（以下、「本プロポーザル」という。）の実施方法など、必要な事項を定め

るものとする。 

 

２．一般事項 

（１）発 注 者  恵那市 

（２）事業の名称  佐藤一斎學びのひろばウェブサイト制作業務 

（３）業務の内容  別添 佐藤一斎學びのひろばウェブサイト制作業務仕様書（以下「仕

様書」という。）の内容に基づいた業務 

（４）提案上限額  1,940,000 円(消費税及び地方消費税込み) 

（５）事 業 期 間  契約日から令和７年 10 月 10 日まで 

（６）審 査  審査会において、契約候補者を選定する 

（７）事 務 局  恵那市教育委員会事務局社会教育課 

       〒509-7292 岐阜県恵那市長島町正家一丁目１番地１ 

       担当：伊東 

       電話 0573-26-6853 ファクス 0573-26-2189 

       電子メール shakaikyouiku@city.ena.lg.jp 

 

３．参加資格要件 

次に掲げるすべての要件を満たしていることとする。 

（１）令和７年６月 26 日（木）までに恵那市競争入札参加資格者名簿に登録されており、

本業務が履行可能な者。 

（２）提案書の提出期限において、恵那市の指名停止を受けていない者であること。 

（３）地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当しない者であ

ること。 

（４）会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更生手続開始の申立てがなされてい

る者又は民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立てがなさ

れている者でないこと。 

（５）役員等が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）

第２条第２号に規定する暴力団、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をい

う。以下同じ。）又は、暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有している者でないこ



と。 

（６）過去５年以内に同種業務または類似業務について、自治体及び自治体が参加する協議

会及び実行委員会等との実績を有していること。 

（７）当該業務の実施にあたり、恵那市との連絡調整や打ち合わせなどに、迅速かつ的確に

対応できる者。 

（８）市税等を滞納していない者であること。 

 

４．選定スケジュール 

（１）実施要領等の公表：令和７年６月 13 日（金）から市ウェブサイトで公表 

（２）質問の受付期間：令和７年６月 19 日（木）午後 5時まで 

   質問は、質問書【様式第１号】により電子メールで提出すること。（質問書の様式に

よらないもの及び電子メール以外の質問には回答しない。） 

   回答方法：受け付けた質問書を取りまとめ、令和７年６月 23 日（月）までに市ウェ

ブサイト上で回答する。 

（３）参加表明書の提出期間：令和７年６月 26 日（木）まで 

   本業務に参加を希望する場合は、参加表明書【様式第２号】を事務局まで直接持参ま

たは郵送すること（必着）。 

   持参による受付は、午前８時 30 分から午後５時まで（土・日・祝日は除く）。なお、

電送による提出は受け付けない。 

   提出後、都合により辞退する場合には、辞退届【様式第３号】を提出すること。 

（４）企画提案書等提出期限：令和７年７月３日（木） 

   「６．提出書類」を事務局まで直接持参または郵送すること（必着）。 

   受付時間：午前８時 30 分から午後５時まで（土・日・祝日は除く）。 

（５）プレゼンテーション及び審査：令和７年７月８日（火）予定 

（６）審査結果の通知：令和７年７月９日（水）予定 

   審査結果は自己の結果に限って参加者すべてに送付する。 

後日、恵那市ウェブサイトにおいて、参加者の数および契約候補者を公表する。 

   審査結果に関しては、異議申し立ては受け付けない。 

 

５．企画提案書 

（１）提案内容 

①次の事項を必須とし、「佐藤一斎學びのひろばウェブサイト制作業務 仕様書」の趣



旨に沿って提案すること。 

   ア 本業務における基本的な考え方  

・仕様書「７.業務内容」を達成するための基本的な考え方、取組方針、コンセプ

ト、スケジュール等を具体的に記載すること。 

   イ デザインイメージ 

・トップページのデザイン及び配置構成イメージを提案すること。 

・提案にあたっては以下の資料を参考にすること。 

 パンフレット「佐藤一斎學びのひろば～施設案内～」 

 イメージ画像６点 

   ウ 本業務に類似すると考える過去の制作実績の事例 

    ・過去に制作したウェブサイトの事例を紹介すること。事例は３つまでとする。 

  ②提案は、全て企画提案書に記載すること。 

  ③提案は１者につき１提案とし、提出後の変更・加筆は一切認めないこと。 

（２）様式 

   様式は任意とし、Ａ４またはＡ３とする。 

（３）追加提案 

  ①本市が要求している以外に、有効な独自提案があれば自由に提案すること。 

  ②ただし、提案できるものは今回の提案上限額の範囲内のものに限る。 

 

６．提出書類 

（１）企画提案書  ９部（正本１部、副本８部） 

          提案者名は正本のみ記載し、副本には提案者名及びそれを推測でき

る文言を記載しないこと。 

（２）見積書    本業務の見積書 １部 

          制作後の保守料金の見積書（年額） １部 ※提案上限額には含まな

い。 

（３）会社概要調書【様式第４号】 １部  

                 パンフレット等事業概要が分かる資料でもよい。 

（４）業務実施体制報告書【様式第５号】 １部 

（５）その他 

  ①参加表明書を提出した場合であっても、提出期限内に企画提案書等の提出がされな

い場合は、辞退したものとする。 



  ②提出された企画提案書は返却しない。また、提出以降における企画提案書等の追加、

差し替え及び再提出は認めない。 

  ③提出された企画提案書等は、選定を行う作業に必要な範囲において複製を作成する

ことがある。 

  ④企画提案書等の作成、提出等、参加に要する経費等は、すべて提案者の負担とする。 

  ⑤提出書類の内容に含まれる著作権、特許権その他日本国の法令に基づいて保護され

る第三者の権利の対象となっている手法を用いた結果、生じた事象にかかる責任は、

すべて提案者が負うものとする。 

 

７．審査会   

（１）審査方法 

①審査は提案書によるプレゼンテーションを基に評価し、契約候補者を選定する。 

②審査会は非公開で行う。 

③提案者が１者であっても審査会を実施する。 

（２）審査会の概要 

  ①日 時  令和７年７月８日（火）予定 

        参加表明書の提出締切後、審査日時及び会場を通知する。 

  ②場 所  本市が指定する場所 

  ③実施時間 １提案者 30 分以内（プレゼンテーション 20 分、質疑応答 10 分） 

  ④プレゼンテーション 

   ア 提出した企画提案書等を基にプレゼンテーションを行うこと。企画提案書等と

異なる内容及び追加資料の配布は認めない。 

   イ プレゼンテーションの順番は、プロポーザルの参加表明順に行う。 

ウ プレゼンテーションにあたり、必要な機材、備品等は参加者が準備すること。た

だし、モニターとＨＤＭＩケーブルは、本市で用意する。また、紙面配布のみによ

るプレゼンテーションも可とする。 

エ プロポーザル審査会場への入室は、３名以内とする。 

   オ 提案者が多数の場合は、審査会を複数日設けることもあり得る。 

（３）評価項目及び配点 

以下の各項目の評価基準に基づき、各項目の配点の合計を 100 点満点として評価し、

審査員の評価点の合計の平均により算出する。なお、合計の平均が 60 点を超えなかっ

た場合は契約候補者としない。 



評価項目 配点 

業務実施体制 
業務を着実に遂行できる体制となっているか。予

定担当者は十分な能力と実績を備えているか。 
5

業務実績 
本業務と同種、類似した業務の実績が優れている

か。 
5

業務理解・取り組み 

業務の目的や内容を十分理解しており、適切なサ

イト制作が期待できるか。また、現実的な業務ス

ケジュールであるか。 

10

サイトデザイン・構成 

トップページのデザインは施設のイメージを的確

に伝え、魅力あるものであるか。配置構成・カテ

ゴリ分類は分かりやすく適切か。モバイルに十分

対応したデザイン構成であるか。 

20

管理・操作性 
システム管理は操作が容易で、編集作業などが効

率よく実施できるか。 
20

保守・機能向上 

運用開始後は内容・金額ともに妥当で適切な保守

が見込めるか。CMS のバージョンアップへの対応

や機能向上などの柔軟性はあるか。 

15

独自性 有効な独自提案があるか。 10

地域の魅力発信への貢

献 

施設のみでなく地域の情報を伝え、地域全体の魅

力発信に貢献するサイトであるか。 
10

金額 
見積金額が企画提案内容を勘案して妥当である

か。 
5

合計 100

 



８．契約 

選定した契約候補者と恵那市が協議し、委託業務に係る仕様を確定させた上で、契約を

締結する。仕様書の内容は、提案された内容が基本となるが、採用になった案について、

恵那市との協議により、必要に応じて内容を変更した上で契約を締結する場合がある。 

なお、契約候補者と恵那市との間で行う仕様の詳細事項についての協議が調わなかっ

た場合には、評価結果において評価点が次点の提案者と協議を行う。契約保証金について

は、免除する。 

本業務の契約者とは、今後に想定されるシステム保守業務において、契約候補者として

優先的に協議を進める。ただし、予算議決等の要因で異なる場合がある。 

 

９．その他 

（１）失格 

  下記に該当する場合は、失格とする。 

  ①提出書類に虚偽の記載をしたもの。 

  ②提出期限内に提出書類が提出されなかったもの。 

（２）留意事項 

①提出された企画提案書等は、受託候補者選定の目的以外に提出者に無断で使用しな

いものとする。 

  ②企画提案書等提出後、本市の判断により補足資料の提出を求めることがある。 

  ③本要領に定めるもののほか、必要な事項は事務局が定める。 

 

 

 


